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１．研究計画の概要 

 パンルヴェ方程式やその離散類似，あるい
はそれらの多変数科などの拡張について，可
積分系の方法を使った研究を行う．具体的に
は，線型方程式の変形理論とパンルヴェ型方
程式の関係に関して，スペクトル型などを考
慮したより精緻な理論を構築し，高次元にお
いても特殊函数論的な特徴付けをできるよ
うにする．離散系に関しても同様． 

 

２．研究の進捗状況 

（１）相空間が４次元の場合のパンルヴェ型
方程式について，フックス型微分方程式の変
形からくるものが４種類の方程式系（ガルニ
エ系，藤鈴木系，笹野系，行列パンルヴェ系）
に帰着されることを示し，これらの系を線型
方程式の空間が自然にもつシンプレクティ
ック構造を使って，ハミルトン形式に書き下
した． 

（２）上述の４つの系の退化を考え，２０種
類の方程式系が現れることを示した．これは
非分岐と呼ばれる場合の分類で，考えられる
全ての場合を尽くしているわけではないが，
野海山田系など重要な系が含まれていて，そ
れらの位置づけを与えるものになっている
（川上氏，中村氏との共同研究）． 

（３）離散パンルヴェ系のひとつの源泉であ
るシュレージンガー変換について，シンプレ
クティック構造を用いた簡単な計算方法を
開発した（ジャマイ氏，竹縄氏との共同研究）． 

（４）線型 q 差分方程式に関して，そのスペ
クトル型およびそれに付随した剛性指数を
定義し，フックス型微分方程式に関するカッ
ツの理論で重要な役割を演ずるミドル・コン
ヴォリューションの q差分アナログを構成し
た（山口氏との共同研究）． 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している． 

 想定してきた目的意識にそって，従来の線
型方程式の変形理論の拡張がきれいに理解
されるようになった．論文の発表が遅れてい
るので急ぎたい． 

 
４．今後の研究の推進方策 
 ２０１１年度はこの課題の最終年度なの
で，いままで得られた結果をきちんとまとめ
て，論文の形で残さず発表していきたい． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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